
全､国'の犬学農場・センターの待色

"一農場一アピール”
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、

はじめに

この度､｢一農場一アピール｣第１３号を発行する運びとなりました｡この冊子は､全

国大学附属農場協議会に加盟している52大学53農場･センターで行われている様々 な

活動のﾊｲﾗｲﾄを紹介する目的で､平成14年度から毎年発行してきました。

「特産品｣という言葉があるとおり、日本の農業は地域特性が極めて高いことが特徴で

すが､その背後にあるのは､日本の特徴は平野の面積が限られているだけでなく､地形、

気象および土壌条件が極めて複雑なことです｡農業生産物が世界的な規模でコモディテ

ィー化した現在は､経営規模を拡大し､大量生産することにより農産物に価格競争力を持

たせることが重要な価値基準になっています｡これに対し､日本の農業は､先に述べた理

由で本質的に規格品の大量生産による低価格化に馴染まないことが現在苦しい状況に

陥っている原因の一つです｡一方､伝統的に多品種少量栽培である日本の農産物は､そ

の品質や安全性が世界的に高く評価されています。近い将来､品質や安全性､あるい

は環境に対するｲﾝバｸﾄの低さといった低価格以外の基準で農産物の価値が判断され

るようになると思いますが､その時こそ日本の農業が脚光を浴びる時だと思います。

この｢一農場一アピール｣には､全国の５３農場･センターにおける地域性や独自性

にあふれた取り組みが紹介されています｡この中には、日本の農業がこれから先､世界

から注目を集める可能性のあるﾋﾝﾄが数多く含まれています｡是非ご一読頂き､興味を

もって頂ければ幸いです。

勺

平成27年２月

全国大学附属農場協議会

会長田島淳史
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本誌に掲載された記事の内容を転載する場合には全国大学附属農場協議会の許可が
必要ですのでご注意下さい。

守
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札幌市北区北11条西10丁目
ＴＥＬＯ１１－７０６－２５８４ＦＡＸＯ１１－７０６－４９３０

ｆａｒｍ、ｆｓｃ、ｈｏｋｕｄａｉ・ａｃ・ｊｐ

北海道大学北方生物圏フ

生物生産研究農場

１

ド科学センターイール

北大農場サマースクールZ0期

当農場では、新たな試みとして海外学生を対象としたサマースクールの開講
を検討しています。本年度は、大学協定校であるタイのカセサート大学の農
学部４年生４名を対象に約１ヶ月間のサマースクールを開講しました。長期
にわたるハードな内容でしたが、非常に熱心に受講していました。

日程と主な内容
期間：６月１０日から７月２０日まで
内容
農場実習（作物生産。家畜管理。食品製造。圃場管理。養蚕実

トラクター運転など）

講義。セミナー１５回
エクスカーション試験場などの研究機関や農家の見学（８回）

養蚕実習

心
昂
灯
唖
■
日
用
口
Ｐ
ｂ

_鍵鵬一必勲

一

国
日
工

凸

１

１

０

１

■

■

〒０６０－０８１１

トラクター運転実習

Ｉ

圃場管理実習

マルチ張り

ノ

畜産実習



…｡｡｡認証鵬趣
帯広畜産大学

畜産フィールド科学センター

鋤琴Ｌ製品エ場,唖

Ｉ！

詞戸

2○１２年、畜大牛乳は製造開始から半世紀を迎えました。
そして2○１４年、国立大学法人として初めて、国際規格

FSSC22○○○（食品安全マネジメントシステム）の
認証を取得しました。

隆 』

URL:http:〃www,obihiro､acjp/､』f℃asa/indexohtmiE-maiI:fieId＠obihiro・acjp 2－１

FSSC22000（FoodSafetySystem

Certification22000）は食品衛生の管理

手法であるＨＡＣＣＰ（ハサップ）を発展さ

せた、世界中で注目されている国際規格で、

わが国でも民間企業への導入が加速化して

います。勺
１
、
ａ
ｎ
Ｅ
、

Ｌ
ｑ

,ムヨ
■

』

ユ

本学では、２０１３年より乳製品工場での

体制整備を進め、厳格な審査のうえ「畜大
牛乳」および「畜大牛乳アイスクリーム」

の製造工程において、製造設備、製造技術、

衛生管理など厳しい基準を満たしていると
認められ、２０１４年３月に|S○（国際標準

化機構）の審査・認証。登録を行っている会社、ロイドレジスタークオリティ
アシュアランスリミテッド（ＬＲＱＡ）から認証されました。

〒080-8555帯広市稲田町西2線11番地teIO155-49-5656faxO155-49-5654

今後は、構築した食品安全マネジメントシステム

を維持・管理して安心安全な乳製品を製造するとと

もに、このような取組みを学生や社会人の教育に生

かし、「食を支え、＜らしを守る」人材の育成に役

立てていきます。

鯵国立大学法人帯広畜産大学

畜産フィールド科学センター

認譲墨皇璽鶏.厚雪雲＠重雲@,@譲謹蕊鶴

０画
い
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潅玲も



Ｉ

鶏 ⑨
学校法人酪農学園

フィールド教育研究センター

酪農学園の建学の精神（キリスト教に基づく「神を愛し、人を愛し、土を愛する」三愛精
神、および健土健民）と実学教育の理念に基づく教育の推進と質を保証するため、これまで
附属農場や元野幌農場などの附属施設において教育研究が行われてきました。
2014年（平成26年）からは、教育研究の充実を図る目的でフィールドの施設を一元化して
運営する「酪農学園フィールド教育研究センター」を設置しました。

油

蔦一＆鍋拳

蕊鍵 蕊謹謹

b宮郡司

Fｒ

創 立者黒淫酉蔵

循環農法・健士催民を唱えた

酪農生産、肉畜生産、作物生産の3ステーションを有する酪農学園フィールド教育研究セン
ターでは、１年生全員の必修科目となっている農場実習をはじめ、専門教育の実験・実習・演
習など、多様な教科の授業科目が展開されるほか、教員・学生の研究フィールドとして高密
度に活用されています。これらの施設・設備には農畜産関係者ばかりでなく、広範な学会団
体、市民団体などから多くの見学者が訪れ、農畜産業に関する最新技術の啓蒙・普及の場と
しても利用されています。

雲
患淘

声

~酪農生産ステーション～
酪農生産の実践的な教育・研究の場を提供する目的
で、フリーストール牛舎、自動搾乳システム牛舎、繋
ぎ飼い牛舎の三つの異なるシステムで乳牛を飼養して
います。また、循環農法に基づいた乳牛ふん尿の有効

利用による粗飼料生産と良質な牛乳生産と長命'性を目
指した乳牛の育種改良を展開しています。 ,噛迩6m「

～肉畜生産ｽﾃｰ蚤畿～
肉牛（黒毛和種や日本短角種等）をはじめとして、
豚、鶏、めん羊などの畜肉や鶏卵生産を行っている元
野幌地区の施設群において本学園における肉畜や採卵
鶏、放牧採草地を活用した実践的な教育や研究活動を
サポートしています。

~作物生産ステーション～
施設として実習棟、ビニールハウス、各種ガラス温
室を、圃場として各種露地圃場、展示圃場、サンプル
採取圃場を維持管理しています。これらは大学・高校
の教育における実習・実験に用いられてるとともに、
大学における研究を実践する場となっています。

フリーストール牛舎繋ぎ飼い牛舎

。

迅炉ー

戸､.,.…躯蕗

肉牛牛舎

ガラス潟宰

ｌ
ｄ

中小家畜施設

ビニールハウス

〒069-8501北海道江別市文京台緑町582番地
ＴＥＬ：011-386-1117E-mall：r9-nojo@rakuno､ac､ｊｐ
ＦＡＸ：011-386-1574ＵＲＬ：http://www､rakuno・ac.]ｐ

３



弘前大学農学生命科学部附属生物共生教育研究センター

参ジ

』たち。
ｆ
ヨ

鰯
ＨＩＲＯＳＡＫ１

切
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驚
き
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恥…侭制………乳“、卑

毒I謹；i含圃ム蕊ノ鰹：園竺懲Ｊ
リンゴと言えば青森県１
地域と連携し特徴ある新品種を発信し続けます

弘前大学農学生命科学部附属生物共生教育研究センターでは現在までに３品種のリンゴ品種

を登録し､さらに３品種の登録を申請しています｡生産者の高齢化に対応し､着色管理が要らず、
省力化栽培可能な黄色い果皮の品種､ギフト用に高値販売が期待できる果肉が赤い､たっぷり蜜

が入る､大型などの特徴を持った品種を育成し､普及を図っています。

普及に際しては大学と地元自治体､種苗会社､加工業者､生産者などが一体となって､問題点
を洗い出し､解決を図る組織『紅の夢普及推進委員会』を立ち上げ､地方から全国へ､そして世界
へと地域の良さを発信することを目指して活動しています。

大学のＣ○Ｃ活動の拠点施設として､地域の様々な力を発掘･再評価し､リンゴをはじめとする地

域農業の活性化を行います。

ご連絡／〒038-3802藤崎町藤崎字下袋７－１／TEL:0172-75-3026／Fax:0172-75.-5646
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2014年度からは東洋医学総

合研究所､薬学部､薬学部

附属薬草園とともに国内産の

安全･安心な薬用植物生産

の可能性を探るため８品種の

薬用植物の栽培にも取り組

んでいます。

fscstt(fDvmas.|<itasato-u-fsc.iIＣ

十和田農場〒034-8628青森県十和田市東23番町35-1TEL：0176-24-4371㈹

八雲牧場〒049-3121北海道二海郡八雲町上八雲751TEL：0137-63-4362㈹

ー_‐

ｾﾝﾀ画一
げ

八重掌麓邑撫二鰯雲
した｡その間に除草剤､化学肥料の使用の中止、

牧草のみの飼育方法の確立および有機jAS認証

の取得などを行い現在の体制を築いてきました。

このような取り組みを『大学だからできる技術』で終

わらせないために蓄積してきたデータの解析や放

牧の優位性などを科学的に分析し､今では牧場の

所在地でもある八雲町の酪農家に技術移転を行

い､酪農家産の北里八雲牛の生産が行われてい

ます｡また八雲牧場は北里大学で推進されている

農医連携教育にも力を入れ

http://www.I<itasato-u-fsc､skr.i､／

【連絡先】北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセンター（ＦＳＣ）
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フ織墓鯉茎壷蝋
含む農地と自然生態系全体に置いていま

す｡食料生産､環境､生命系の架け橋を築

くことにより、大学の教育｡研究に貢献し、

これらの研究成果を通じて広く地域社会の

発展に寄与することを目的としています。

r名澄挑ロー’、

十嚇雪室I駕源妻≦
んの動物たちを飼育しています｡このような立地

条件を生かし､豊かな学生教育や円滑な研究活

動を実施できるように支援しています｡また､学

内だけではなく、民間や他大学からの視察や調

査の受け入れや､地域の小中高校の体験学習

や見学への対応などの実践的研究にも携わって

います。こうした交流促進や地域貢献を通じて、

外部にも開かれた農場を目指しています。

、一一
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岩等大学雲学部

附属寒冷フィール群サイエンス教育研究センター

岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター(FSC)の持続型農
業生産技術分野には､滝沢農場と御明神牧場の2か所のフィールドがあります。

技術職員の研究活動と科研言(奨励研究）

当分野では毎年､技術職員が科学研究費補助金(奨励研究)に申請し､平成22年か

ら平成26年までの5年間で9件採択されています。

これらの採択課題は各技術職員の専門分野と密接に関わっているため､奨励研究

の助成は研究のみならず､実習教育にも大きく活かされています。

最近の採択課題
平成22圧厚

●ヒエにおけるアミロペクチン変異体の選抜と物性測定器を用いた餅硬化性の

分析

●香り豊かな高イソフラボン雑穀味噌の技術の確立

平成23圧厚

●高イソフラボン味噌醸造法に関するダイズ蒸煮法の検討

●地下水位制御システム水田における乾田直播水稲の多収栽培技術の確立

平成24年厚

●機能性大豆による高付加価値味噌の検討

●離乳および群飼開始前後における黒毛和種子牛のストレス反応

平成25年唐

・水稲育苗床土を用いたブルーベリーの1年生大苗育苗技術の開発

●香辛性作物の特性を利用した耕地管理技術の開発

平成26年厚

●水稲乾田直播栽培における既存機械を用いた作業体系の確立

水稲乾FR直播栽培 ナスとトウガラシの混植

岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター滝沢農場
〒020-0611岩手県滝沢市巣子1552
TEL：０１９－６８８－４０２１ＦＡＸ：019-688-7032E-mail：mwata@iwate-uac.ｉ

(文宣：助教渡這学）
８



nＪ右上：フィールドセンター

東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィールド教育研究センター

ー小型メタン発酵システムによるエネルギー生産と資源循環を

中心とした地域活性化を目指して一
鐙
東北大学

崎ドー
パイオガス発晒機（

本センターでは､５０，３規模のメタン発酵シス

テムを設侭し、地域から発生するバイオマス資

源のエネルギー化、発酵後の消化液の液肥利用

について検討してきた。加えて、東日本大震災

後には、メタン発酵で得たバイオガスによる発

電も開始し、小型電気自動車へ充電する

BGEV(BioGasElectricVehicle)も走り出した。

地域バイオマスの一つに、当センターがある大

市で取り組む､廃食油からのバイオディーゼル生

の際に発生する廃グリセリンがある。これをメタ

ｌ
ｌ
ｊ

Ｐ
Ｐ
４
と 四匹と

目
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左上：小型盟気自動車
左下：ＥＶよりもつとエニ

に設個した
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東北大学大学院農学研究科
附属複合生態フィールド教育研究センター
〒989-6711宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田232-3
TEL：0229-84-7311（代表）ＦＡＸ：0229-84-6490

E-mail：far-syom@bureau・tohoku､ａｃ・ｊｐ
ＵＲＬ：http://www,agri､tohoku・ａｃ・ｊｐ/kawatabi/index-j､ｈｔｍｌ

enecafeMETHANEの様子：お茶の湯はバイ

オガスで沸かしている

』

発酵するプロジェクトは、大崎市にある企業と立ち上

げたものである。現在は、この実績が認められ、震災

復興プロジェクトとして､大学センター内だけでなく、

宮城県大崎市鳴子温泉、沿岸部の塩龍市に、小型メタ

ン発酵システムを各々設置し､実証試験を行っている。

大崎市鳴子温泉のケースでは、温泉熱を活用してメ

タン発酵タンクを加温する、温泉メタン発酵システム

を、鳴子温泉の足湯広場に設置し、周辺住民が自主的

に生ゴミを持ってきてタンクへ原料投入する、原料運

搬参加型のシステムをつくった。得られたバイオガス

は､システムに併設したカフェ､''enecafもMETHANE'，

のお湯を沸かすエネルギー源として提供し、お金では

なく、生ゴミを提供するとお茶が飲め、バイオマスエなく、生ゴミを提供するとお茶が飲め、バイオマスエネルギーの理解と普及に一役買って

いる。このシステムから発生する消化液は、ペットボトルに入れ、希望者に無料配布し、

消化液が液肥利用可能である事への理解を深めてもらうために活動中である。

カフェを中心に、新たに作った概念『エネツーリズム』＝"エネルギーを体験するツアー'：

をベースに、鳴子温泉では、温泉熱のエネパーク構想が生まれ、その実現に向け、大崎市、

鳴子まちづくり株式会社、東北大学のフィールドセンターが共に協力して活動中である。
エネツーリズムのコースでは、温泉熱エネルギーを楽しむカフェの他に、自分で温泉卵を
つくる体験、さらに､大学のフィールドセンター見学で農業を知るコースも含まれており、

多様な人々が大学センターに訪問するようになった。このように、わたしたち、東北大学

附属複合生態フィールド教育研究センターは、大学内や学生教育にとどまらず、地域活動
に積極的に参加し、意見や活動を提案することで、地域の人と共に、農学の普及とまちづ
くりへと歩み始めている。













宇都宮大学農学部附属農場
http:"agri､mine・utsun(lmiya-u・ac・jp/hpj/deptj/f111.ｍ/index・htm］

宇都宮大学。（株)ローソン。（株)神明ＨＤ包括的連携協定を締結

ノ
「

■

左側から玉塚社長(ローソン)、進村学長(宇都宮大学)、藤尾社長(神明ホールディング）

神明ホールディングとの連携に関する協定害｣を締結しました。

国立大学法人宇都

宮大学(本学:栃木県
宇都宮市、学長:進村

武男、以下｢宇都宮大

学｣)と株式会社ローソ
ン(本社:東京都品川
区、代表取締役社長：

玉塚元一、以下｢ロー

ソン｣)と株式会社神明

ホールディング(本社：
兵庫県神戸市、代表

取締役社長:藤尾益雄、

以下｢神明ＨＤ｣)は、
2014年１１月１７日

(月)に｢国立大学法人
宇都宮大学と株式会

社ローソンと株式会社

この協定は､宇都宮大学､ローソン及び神明ＨＤが連携協力を強化し､各々が保有する情報

等を活用のうえ､相互の発展及び社会の発展に貢献することを目的としています。

具体的には以下の様な連携を積極的に展開します。

（１）宇都宮大学の研究により開発された水稲品種｢ゆうだい２１｣の活用と普及
（２）宇都宮大学､ローソン及び神明ＨＤが保有する情報等を活用した事業開発
（３）宇都宮大学､ローソン及び神明ＨＤで行われている研究の推進と1情報交換
（４）教育活動への支援及び人材育成に閏すること
（５）その他､相互の発展及び社会の発展に貢献すること

特に､(1)水稲品種｢ゆうだい２１」の活用と普及に関しては､水稲品種｢ゆうだい２１｣を､“マー
ケットイン川の発想､に基づき生産拡大し､広義な６次産業化を支援することを目的に､以下の役
割分担を担うことを決めました。

宇都宮大学.｡種子生産に関わる原種"原々種の品質維持並びに安定供給に努める
ローソン…･･店舗での販売拡大､認知度向上に努める

神明ＨＤ…･グループ会社を通じ､生産者確保､確実な集荷､安心･安全な精米加工を行う
なお､ゆうだい２１の取扱い計画数量に関しては､平成２６年産米５０玄米トン､平成２７年産

米２，０００玄米トン(予定)を目標に積極的に活動することを表明しました。

宇都宮大学発の水稲品種｢ゆうだい２１｣が大きな一歩を踏み出しました。

問い合わせ先：宇都宮大学農学部附属農場IIblO285-84-2424

〒321-4415栃木県真岡市下篭谷４４３EAXO285-84-2425 1３
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千葉大学環境健康フィールド科学センター

医薬農連携
〔entErforEnvironment

削賦淵:鯛一東洋医学系教員と農学系教職員との共同研究の推進一

近年、誠灸治療は、世界の50か国以上で行われ、ＷＨＯをはじめ様々な国や機関でその
効果やメカニズムに関する研究も進められています。環境健康フィールド科学センターに
設置されている柏の葉誠灸院では、これら情報をいち早く提供し、本来伝えられている古典

的治療法とともに最新の治療効果も提供できるように日々心がけるとともに、現在は、特に
灸治療に資する研究を東洋医学系教員と農学系教職員が共同で進めています。

灸治療に用いるモグサ原料となるヨモギに関する研究

ヨモギは日本全国に広く分布していますが、灸治療に用いられているモグサ用ヨモギは

新潟県、三山県、滋賀県などの限られた地域で、多くは野摘みにより採集されています。

従来、モグサ用ヨモギは国内産で賄われてきましたが、近年では採集者の高齢化が進み、

採集呈が減少し、価格が高騰したため、量が確保できず、価格が安い外国産が輸入されて

います。しかし、輸入ヨモギを原料として製造されたモグサは日本独自の灸治療に適さな

いため、収呈性が高く、モグサの原料に適した日本産ヨモギを選抜して、国内で安定供給

できる栽培技術の開発が望まれます。そこで、品質、加工性、栽培性など、総合的に優れ

たヨモギ系統を選抜するため、新潟県に自生しているヨモギを採集・栽培して、収呈に関わ

、Ｓ

：Haplotypc-l
｡〃ーう

"7lffpsM

D：Haplolypc-1

核の遺伝情報の

種類

葉緑体の遺伝情報の

種類
ロ

BＣ

6①

日本に自生するヨモギの遺伝情報の種類による

系統分布z）

つﾉｺ>6気三Ｕｂﾉ刀フ児呈＜一回ｲ員でニゴ臼ｲ示仁一Ｌノノしう下ﾐ浦lj刀.天貝/乙匡'１Ｊ

蛮塀墓筆苗二壊綜皇礁碁
の遺伝情報による系統評価を行いました2)。

その結果、新潟県産のヨモギでは葉の形態の違い力

ら13系統に分類され、収呈性の高い系統が明らかとね

りました。一方、全国に自生するヨモギでは、核の這

伝!'吉報の違いから主に北海道から中国地方と主に九N｝

地方に分布する2系統があるものの、日本産ヨモギ侶

中国産および韓国産モグサ用ヨモギの系統とは異なＩＣ

ました。また、葉緑体の遺伝情報の違いから現在の主

産地である新潟県産と過去に主産地であった滋賀県匿

とでは系統が異なることが明らかとなりました。
1）松本毅・本間雄二・山崎優子・野田勝二.2012・日本の灸療法に適した国内
ヨモギの選抜一葉面積を指標とした1次選抜一．日本東洋医学雑誌６３：181-18畠
2）安藤匡哉・松本毅・金谷健至・渡辺均,2014.日本に自生するヨモギの塩基
列による系統評価．園芸学研究１３（別1)：５１３．

灸治療 新潟県に自生する高収量I性系統ﾕ）

：蝶千葉大学環境健康ﾌｨー ﾙド科学ｾﾝﾀー
、■ログ 千葉県柏市柏の葉６‐２－１

ＣＨｌＢＡＴｅｌ:04-7137-8000Fax:04-7137-8008
UNlVERSlTYURL:http://www・fCchiba-uojp／
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大学農場と調理師学校の出会い

東大附属生態調和農学機構では、辻調調理師

専門学校グループ（以下辻調）との連携活動を

行っています。農林水産物も最後には調理され

て消費されますが、農学部関係者は学生も含め

て意外にも調理に関して疎いという認識があり

ました。一方、辻調側でも調理人が農林水産物

の生産現場に疎いという認識があり、両者の連

携でその溝を埋める新しい取組を行い、ひいて

は新しい教育・研究分野を作り出せないかとい

う思いがあります。
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辻調の学生さんたちがいよいよ調理開始

辻調の学生にも、当機構を事前に訪問して

栗など保存できる農産物の収穫をすることや，

調理に必要なハーブなどの野菜類を、技術職

員の指導のもと播種から栽培することを体験

してもらいました。作られる料理は全て学生

のオリジナルで，我々の農産物がどのように

調理で変化していくのか、すばらしい味や見

栄えとともに大変に興味深いものです。収穫

体験会の参加者にもとても好評で、プロ調理

師の卵たちの実力に感嘆していました。今後

も、双方にメリットがある両者の連携をさら

に発展させる所存です。

技術職員がハーブ栽培を指導

手始めに、当機構で継続的に行って来た収

穫体験会と組み合わせた連携を2年間続けて

きました。収穫体験会は、東大職員やOBに当

機構の農産物の収穫を体験していただく催し

物ですが、昨年度からさらに辻調の学生が、

当機構の生産物を中心に調理をして、収穫体

験会の参加者に昼食を振る舞い、楽しんでい

ただこうというものです。

試食会会場となった学生宿舎の前で

東京大学大学院農学生命科学研究科

附属生態調和農学機構

http:"www､isasa､u-toh/o､acjp／

連絡先嶋田透(生態調和農学機構長）

１５shimada＠ss・aba・u-tokyo､acjp



いも焼酎原酒
精麦すると真っ白になる特徴があります。「いも焼酎」の原料は

(独）農業技術研究機構作物研究所で育成された品種「パープルスィートロード」です。外観

は濃赤紫色で形が良く、内部もアントシアニン色素を含むため鮮やかな紫色をしております。

Ｌ

Ｌ

差切Uｸ１１鰯ji淵＝切り
]bk)じＵ､胸鋤ｃｌＡ９ｆＩ色U(1uf⑥anGm泥jlnt＃。、

◆連絡先◆

国立大学法人東京農工大学農学部附属広域都市商フィールドサイエンス教育研究ゼンター
ＦＳセンター総務係ＴＥＬ:D42-367-5800EAX：042-367-5801

Email：fSsomu＠ｃｃ,tuatacjp l6

原料いも（パープルスイートロード）

農工大の焼酎『賞典禄』

原料いも収穫風景

農工大焼酎『賞典禄』命名の由来

商品名の「賞典禄」は、本学農学部本館手前にある「大久保利通公碑」にちなんだ

言葉です。大久保公が明治維新の功労により下賜された「賞典禄」の２年間分を本

学前身のひとつである駒場農学校の奨学の黄に充てられたことに由来しています。原

料となる米・麦・芋は、主に学生実習で生産されています。

焼酎３種類焼酎原酒３種類

茅緊

偽 東京農工大学では、２００７年３月から農学部附属フィールドサ

イエンス教育研究センターで栽培された「米・麦・いも」を原料

として製造した焼酎『賞典禄』を販売しています。「米焼酎」の

原料「月の光」は愛知県農業試験場で育成され、稗（稲の茎）が

丈夫で倒れにくく、高い病気抵抗性を有しています。関東地方で

は酒造好適米として評価の高い「ひたち錦｣の父親でもあります。

｢麦焼耐」の原料は（独）農業技術研究機構作物研究所により品

種登録された「さやかぜ」です。この品種は病気に強く多収量で
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南さつま久志農場では､ポンカンを中心に約50種類のカンキツや熱帯果樹類の試験
栽培をしています｡卒業研究のフィールドとしての利用や､実習教育の場として果樹類の
栽培管理や-それを取り巻く自然環境について学ぶ場所として活用されています。

玉川大学鹿児島南さつま久志農場

ゲ
ユ

町Ｑ面。

~

１．．

蕊勇

画蓉口額閏種口邑

収穫期を迎えたポンカン果実 農場は美しい砂浜に隣接しています

ぼんかんハニーシャーベットは久志農場産ポンカンのシャーベット原料の規格から外れたポンカンも農

生搾りの果汁を賛沢に使用して製造されています｡ポ場内でジュースを絞り､食品加工実習などに活
ンカンの風味を存分に楽しめる逸品です。用しています｡今後は絞り津から精油を抽出す

るなど､更なる利用を目指しています。

898-0211鹿児島県南さつま市坊津町久志88Ｏ

玉川大学鹿児島南さつま久志農場 １７
Tel20993-68-0704fax20993-68-06３６

一

《

一

グ ー

ポンカンの選果作業地域の園児たちにも収穫の体験をしてもらいます

一一

ジ

b＝自崖湧餌〆Ｌ

農場が位置する坊津地域では古くからポンカンが地域の特産品として栽培されており､農場の主
力品目として開設当初から栽培され､実習などの教育材料として利用されています｡さらに､残りの

果実を利用した加工品の開発を行いました｡年間を通してポンカンを活用することを目的に｢たまが
わぼんかんハニーシャーベット｣が開発されました。

ぼんかんハニーシヤー蕊ツトの開発



■■

明治大学創設130周年記念事業の一環として､農学部(生田キャンパス)の近くに立地し、

年間を通じて体験型実習教育並びに研究活動に対応できる黒川農場が､2012年４月に開所し

てから間もなく４年目を迎えます。

黒川農場は、これからの時代をリードできる明治大学の新たなサテライトキャンパスと位

置付け、①未来型エコシステム（環境共生）：太陽光、風力、バイオマス等の自然エネルギー

を活用するとともに資源循環型の生産方式による環境と共生する農場、②里山共生システム

（自然共生)：生物多様性の保持とともに、子供・市民、学生等への環境教育の場として活用

する農場、③地域連携システム（地域共生）：川崎市が構想する“農業公園づくり事業，，の中

核的存在として、市民や企業・行政と連携する農場、という３つのコンセプトを基本として

設立されました。さらに、黒川農場は、植物工場のように先端技術を駆使した生産システム

と有機農法などの環境保全型生産システムを併せ持ち、I幅広い実習教育や研究を可能として

います。

黒川農場で行われる実習や研究、各種活動は、農学部のみならず他学部や地域社会、国際

協力まで視野に入れたものであり、新農場は今世紀人類が進むべき方向を指し示す象徴とし

て、明治大学のシンボルの一つに位置づけられるものといえます。

凸

明治大学黒川農場

巽頭

通勇

ｌＩＸ圃‘
一
一
が ■可－．－，画占逐官■

蕊霧

霞箪

連絡先：〒215-0035神奈川県川崎市麻生区黒川2060-1明治大学黒川農場
ＴＥＬＯ４４－９８０－５３００ＦＡＸＯ４４－９８０－５301

1８

蕊雲謹惑鶴識HＰ＝ :f＝

農場実習の様子圃場から農場本館を望む

牛産洞宝のミニトマト

b」

生産洞宰のサラダホウレンソウ
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生物資源生産実習センター（農場本館）に併設
する研修施設が完成しました。

床面積360㎡、居室（和室７室）、収容定員５６
名、洗面所、シャワールーム、インターネット設
備を備え（食事はキャンパス内の食堂を利用）、
農場本館と合わせ約70名※'の学生が宿泊可能です。
フィールド実習※2を始め、宿泊を伴う実習教育
がますます充実することが期待され、さらに幅広

い利用も見込まれます。

※’１学科1学年の半数に相当し、宿泊を伴わない
実習では半数ずつが隔週で実習しています。

※２下記囲み記事を参照下さい。

フィールド実習の風景

４５
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MEI本大学生物資潮学部付属農場鰯
待望の研修施設が完成〃

〆

箇電＝

Tel:0466-84-3881Fax:０４６６－８４－３８８５

URL:http://hp,brsnihon-u､ac.』p/~farm/index､hｔｍｌ

－

研修施設の建物外観

1９

問い合わせ先

〒252-0880神奈川県藤沢市亀井野1866
E-mail:fUzokusisetu@brs､nihon-u・acjp

全学科学生を対象にしたフィールド実習

日本大学生物資源科学部では、野外のフィールドにおける学びを重視してい

ます。新入生を対象とする基礎専門科目「フィールド実習」（選択１単位）は、
キャンパス内外の実習施設（付属農場、水上演習林、下田臨海実験所、富士自然

教育センター）において、学科や専門分野の垣根を越え、実際に動植物や土に触

れる体験学習の機会を提供しています。

付属農場では、農場実習をカリキュラムに持たない学科学生を中心に、夏季休

暇中の３泊４日を利用し、農作物の栽培実習、家畜の飼養実習、農業機械の操作
実習を行っています。嵯 ノ



東京農業大学農学部伊勢原農場・富士農場

■ぜ

シクラメンの葉組み 搾乳

ナスの収穫 牛の人工授精

東京農業大学には農場技術練習生制度あり

一年間伊勢原農場・富士農場で作業を中心として実践的な実習を行い、心身ともに

健全かつ農場での成績が良好で、高等学校の成績が全体の評定平均値で普通科は3.2

以上、前記以外では3.5以上の者のうち最終選考に合格した者については、東京農業

大学の優先入試受験者として農場長の推薦を受けることができる。

詳細は、伊勢原農場(TELO463-74-5437）・富士農場(TELO544-52-50005)に

問い合わせを

2０
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日本獣医生命科学大学附属牧場
く富士アニマルファーム。富士セミナーハウス。ハイテクリサーチセンター＞

『５品種３２頭の乳牛から、毎日1000Ｌ容量のバルククーラーに溢れんばかりの生乳

が溜まり出荷されていきます。１２月の販売乳量は31,609L、１頭１日当たりの泌乳量

は３２Ｌでした。１月も１日100ＯＬの生乳を順調に生産しています。このような農家レ

ベルの乳牛を学生たちの実習・実験に利用することが出来るのが本学の自慢です！』

【組織】牧場長(教授・専任）１名・講師(専任）１名・技能職員３名・臨時職員２名

【予算】年間支出38,950,000円：年間収入35,012,000円

【家畜種】繋留頭数（平成27年１月１日現在）

・乳牛５５頭：ホルスタイン・ジャージ・ガーンジィ・ブラウンスイス・エアシャー（乳用種５種）

・肉牛１９頭：黒毛和種・褐毛和種・日本短角種・無角和種（和種４種）

・馬３頭：サラブレッド種・中間種

・緬羊３１頭：サフォーク・ポールドーセット・チェビオット・サウスダウン・マンクスロフタン

・山羊７頭：シバヤギ・ザーネン

・犬８頭：ピーグル

【大学支援】

〔主な教育支援〕

・獣医学科２年次牧場実習３泊４日１班編成４０名

３年次獣医衛生学実習２泊３日２班編制１００名

４年次大動物臨床実習２泊３日２班編成１００名

５年次大動物臨床実習２泊３日２班編成１００名

・獣医看護学科１年次牧場実習２泊３日２班編成９０名

・動物科学科１年次オリエンテーション１泊２日１班編成９０名

２年次牧場実習３泊４日３班編成８０名

４年次繁殖実習２泊３日１班編成１５名

・その他専門学校(動物関係)の実習受託２泊３日１班編成３０名

本学学生の自主的実習・勉強会を随時受け入れ

本学で行われる実習のための各種動物を随時提供

〔主な研究支援〕

・獣医および応用生命科学部の各研究室の実験を受け入れ

・本学（東京）で行われる研究のために動物、乳、血液、飼料・糞尿などを提供

【地域貢献】

〔本学のある武蔵野市に対して〕

．「障害者のふれあい乗馬会」「学園祭」への家畜の提供・「親子乗馬会」の手伝い

〔附属牧場のある地元に対して〕

・牧場見学幼稚園・小学校年間１００名

・牧場視察一般・各種畜産団体・本学同窓生年間１００名

【平成２７年度の附属牧場の計画】

・附属牧場に家畜診療所を組織し活動させたい。

・各学科からの要望が強い肥育牛舎の建設計画を推し進めたい。

・大学ホームページにフィールドサイエンス『附属牧場研究報告』を立ち上げたい。

【所在地】〒409-371Ｓ山梨県南都留郡富士河口湖町富士ケ嶺７９９

【連絡先】Tel＆FaxO555-89-3086メールアドレスhalucoro＠kb3.so-netnejp
２１
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山梨大学生命環境学謡Ｙ

2２

山梨大学生命環境学部は平成24年４月に誕生した農学系の新学部です｡学部附属

施設の1つとして農場が甲府市小曲地区内に総面積約2.6haの規模で設置されており、

場内の畑やガラス温室では山梨県の特産果樹であるブドウやモモの他に地域特性に

適した様々な作物を栽培し教育･研究に利用しています。

平成26年度からは学部2年次生向けの｢生物資源実習｣に加え､学部3年次生向けの

｢プドｳ栽培学実習｣と｢野菜栽培実習｣が始まりました。

また､地域との連携を深めるために地元農家の視察受け入れや､農場ゼミの開催など
の活動を積極的に行っています。

いよいよ次年度からは学部4年次生が卒論研究のため本場を利用するようになり､さら

に大学附属農場としての活気がみなぎるでしょう。

一軍
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●国立大学法人山梨大学

生命環境学部附属農場

〒400-0841

山梨県甲府市小曲町字上五割675-1

TEL/FAXO55-241-6383

E-mailfuzokunQjo-tr@yamanashi,acjp

HPアドレスhttp://www・farm,yamanashi,acjp
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信州大学農学部附属

アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）

アルプスの里山でフィールドサイエンス

清らかな空気と水と緑に囲まれた環境で、より実践的なフィールドサイエンスを探

求しています。年間を通じて、季節の変化に対応したフィールドでのリアルタイムな

教育．研究を行っています。また、地域交流の一環として、ＡＦＣ祭ではブトウ狩り、

農産物の販売など学生ボランティアの協力を得て行っています。

キャンパスに隣接したフィールドでの実習

講義と実習、実験室とフィールドの融合をめざし、教室で得た知識をすぐに隣接

したフィールドで実践・確認できます。食料生産、森林、応用生命科学科に共通の

講義、実習を開講し、持続的生物生産システム実習、生物生産一貫実習など、１３科

目を開講しています。作物生産と食品加工を組み合わせた内容としては、漬け物加

工、ジャム加工などを実施し、実習で栽培したヤマブドウやリンゴを原料としたワ

イン、ジュースやジャムの販売も行っています。

また、八ケ岳山麓ふもとの標高1350ｍの野辺山高原に位置する野辺山ステーション

は平成２５年度中部高冷地における農業教育共同利用拠点に認定され、学内および他

大学の学生が参加する夏休みの３泊４日の高冷地フィールド科学演習では、さわや

かな高原で野菜の収穫や家畜の管理、自然探索、そば打ちなどを体験します。

2３
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〒386-8567長野県上田市常田３丁目１５－１ThLO268-21-5555

Email:nojojml＠shinshu-u､acjp

一桑系統の収集・標存とファイバー研究識書、食育、鐘域への貢献一

当附属農場では繊維学部のファイバーに関する研究教育に必要な種々の繊維生物

（蚕、野蚕、それらの食樹、繊維作物、緬羊など）を収集保存し、学生実習や研究材

料として活用している。現在、当附属農場では約５００の桑系統が保存されており、中

には繊維学部オリジナルの倍数体系統や国内では入手困難な系統など、貴重な桑遺伝

資源が含まれている。桑の研究では、桑ゲノム、桑に含まれる薬効成分1-デオキシノ

ジリマイシン（αグルコシダーゼ阻害剤）の応用研究などが行われている。桑の利用

としては、蚕の飼料のほか、食品加工、桑椎や桑葉を活用した食育事業を一般市民や

児童などと実施している。当農場における桑の実は毎年１ｔ以上の生産があるため、

地域おこしのために桑の利用に関する問い合わせがあった場合は相談に応じている。

上記のように、当附属農場は桑系統を用いて、「繊維」から「ファイバー」といった

繊維学部の理念と活動と一体となり、幅広く社会に成果等を還元している。

喝雌毎晶噌
：

信州大学繊維学部附属農場

-桑系統の収集｡標存とﾌｧｲバー研究繍食青鐘聯の貢献-Ｊ

桑の実（桑椎） 桑の実（桑椎）の収穫

桑の実ジャム園児の体験

封５１hF』E…零Ⅳ宝‘､局‐ず〆

書
Ｉ

置違一電＝
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当センターでは２００９年から２０１４年までの６年間、独立行政法人国際協力機構

（JICA）の事業に参画し、センター教員２名を毎年８回から５回、中国黒竜江省に

派遣してきました。

事業内容はアルカリ化による農地荒漠化に対応するための土壌調査と堆肥による

土壌改良です。現地は年間降水量が500ｍｍ前後の半乾燥地であり、農作物の栽培は

飼料用トウモロコシが中心ですが、雨量や地形の条件で荒漠化が進んでいます。黒竜

江省立東北農業大学との連携で現地農地の土壌調査を実施しく農家に対して堆肥製造

技術や土壌改良を指導してきました。また、毎年１０日間前後、中国側の農業者や関

係者を招聴して、日本の農業情勢や堆肥製造の研修を実施してきました。、

爪

現地圃場（凹地が滞水し、アルカリ化が進んでいる）

2５

捧舎‘･fi7，渥蝦・議篭'鳥騨灘職暇鍾
？〃

『
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〒959-1701新潟県五泉市石曽根６９３４

新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター村松ステーション

電話：0250-58-5737E-mail：takahasi＠agr､niigata-u,acjp

毎舞鐘露箇

新潟大学農場での土壌調査研言修（2014.8）

断面土壌のｐＨ（水）

一左半分が不良土壌となっている－

】
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現地圃場の土壌断面調査（2013.10）
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新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター

JICA草の根交流事業に参画
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石川県偽立大学
生物資源環境学吾Ｂ 附属農場

■

～裁青と翻認の質の向上に洞臓礎老溺化施設⑳謹備～
可

本学附属農場は、その前身である石川県農業短

期大学の開学時に建設され，４０数年が経過した。

近年は施設や農業機械等の老朽化が著しく、特に

温室は天井ガラスの落下が懸念され、学生の野菜

栽培実習や、野菜。作物等の研究に支障が生じて

いた。これに対処するため、温室の更新が決定さ

れ、これまでに４棟について建て替えが完了した。

一方、本学では、企業から支援を受けた研究活

動が行われている（寄附講座)。石川県に本社を置

く廃棄物処理施設建設会社は、焼却炉から発生す

る熱を付加価値の高い農産物生産（メロン“ブド

ウ等）と結びつける構想を持ち、実現に向けた講

座が開設された。その一環として、農場に温度制

ﾛ

御型濡幸

が導入さ

れた。

更新した温室

－Ｆ

隊ｉＩ ､、

寄附講座の温度制御型温室

温室が順次完成して、充実した野菜栽培実習が行わ

れるようになった。研究においては、新たな実験手法

も導入可能となり、今後の成果が期待される。また、

寄附講座によって建設された温室では、石川県が育成

した高級ブドウ‘ルビーロマン，の着色メカニズム解

明の研究に着手しており、焼却炉熱エネルギーの活用

も検討されている。さらに、本年度は管理棟の建て替

えも予定されている。このように、老朽施設の更新、

外部資金による施設導入によって、教育と研究の質の

向上に向けた環境整備を積極的に行っている。

石川県野々市市末松１－３０８

mtakai＠ishikawa-puac,ｊｐ

【連絡先】〒921-8836石jl
TEL：076-227-7531Ｅ－ｍａｉｌ：

URL：http://www､ishikawa-puishikawa-pu､ａｃ・ｊｐ/research/blog/farIn／ 2６

』



溺日Zﾌt学濃学制肋冨zﾘ雌ザフィールバ禅学識言研究古ンター

自ら学び、観察、考える実習プログラム－『私のミカン』－

カンキツ栽培が盛んな静岡県に位置する当センターでは、カンキツ園が約３ｈａと、フィール

ド全体の中で最も広い面積を占めている。本カンキツ園

は、天敵昆虫利用による害虫防除，草生栽培などの環境

を考慮した栽培技術の改良、高品質果実生産などの各種

研究の場として盛んに利用されるとともに、主要な教育

実習の場ともなっている。

通年実習では、水稲、茶、花弁、果樹などを対象とし

て、多様な学習ができるように実習項目が用意されてい

る。しかし、これらの項目だけでは、植物の生育や作業色。しかし、これらの項白だけでは、植物の生育や作業実習プログラム｢私のミカン」

の連続性が感じ取りにくく、作業の結果を見ることも少

なくなりがちである。そこで、静岡県らしさがみられ、豊富な実習材料が供給できるカンキツ

園での実習プログラム『私のミカン｣が工夫された。

このプログラムでは、学生自ら、温州ミカン１樹を選び、開花から収穫まで、施肥や摘果な

ど、ほとんど全ての管理と生育の様子の観察ができ、その作業などに必要な時間は通常の実習

内に２０～３０分間組み込まれている。プログラムの進行とともに、自分の実習内容を反省、工夫

し、積極的に作業する様子が見られ，また、植物に継続的に触れることでその生命力に感動し

お互いのミカンの食べ比べ 美味しいミカンができたかな!？一番美味しかった人には表彰Ⅱ

たり、適宜、試食していくことで果実の生育・成

熟の経過を実感できるなどの点でも大きな効果が

上がってきている。今後も、当センターの特徴あ

る実習プログラムとしてアピールできるようより

良い『私のミカン』を育ていきたいと考えている。

なお、カンキツ園は、幼稚園児、小学生や一般

市民のミカン狩りにも利用され、その隙に教職員

が対応することで地域への貢献にも大いに役立っ

ている。

'001藤枝市仮宿６３番地

'41-9500,（メール)nojojimu@adb､shizuoka.ａc､ｊロ

子供たちにもミカンのあれこれを教えています!！ている。

（住所）426-0001藤ン

（電話）054-641-9500,

2７
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－一一一一一一大学公開講座で、社会貢献！－－－－

司‘鱈

11野

』‐

臣

2８

'塞謬！ 爵議l囲認

■爵
有料の２つの岐阜大学公開講座

１

連絡先

〒501-1193岐阜市柳戸1-1

国立大学法人岐阜大学

応用生物科学部附属岐阜フィールド科学教育研究センター

事務部TELO58-293-2971RAXO58-293-2977

Ｉ~‘＝

へ

家畜を使った公開講座で命の教育

iｊ 、

「食べられる生命一肉と卵と牛乳の科学と実

際一｣は，そのタイトルのように，食べられる

命である畜産動物を題材として，食品として

の畜産製品の特性や実際の加工体験を行う
ものです。実際に動物に触れ､加工作業を

行うために,この講座の定員は１５名となって

おり、参加者には濃密な体験と学習ができる
と大変人気があります。

岐阜大学では，平成２５年度の一般市民を対

象とした公開講座は，無料のものが１５件､有料
のものが4件あります｡有料で実施される４件の
うち，岐阜大学農場が実施するものは平成１８

年から続く人気講座｢家庭菜園の基礎-理論と実
際-｣と，平成２５年度から始まった新しい講座
｢食べられる生命一肉と卵と牛乳の科学と実際
一｣の２件です。

丹
４
．
屑

ｐ５ＤｑＯ年罰

劉分坤畏弓子の罰鯉乳君応え廼
柵厳讐厩に危昌

ｋ
鹿
一

凸

－、

一

ワーー罰河《ご》

ざ
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〆

'

罰

公開講座は,普段大学とは馴染のない市民の

方々に,大学が持つ様々な情報を発信する優れ
た場です｡岐阜大学農場は､２つの有料の公開
講座を開催することで,質の高い情報発信を市
民の皆様に提供しています｡また農場独自の公

開講座として,ＪＡ組合員を対象とした公開講座
や幼稚園児を対象としたものなど，様々な取り
組みを行っています。

Ｌ

１,、 Ｉ熟

大学から市民への食についての

Ｉ情報発信インターフェースとして

ヤマ.鐸、

ｉ
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名古屋大学大学院生命農学研究科附属フイールド科学教育研究センター

東郷フィールド（附属農場）

有機物連用圃場

東郷フィールドで維持管理している各種有機物の長期連用圃場は､１９８７年に吉田重方教授

(現･名誉教授)によってデザイン･開設され､今年で28年目を迎えた｡本圃場には､１区面積約

５０㎡(３ｍ×１７ｍ)の試験区が７区(無肥区､化肥区､慣行区､厩肥区､コーヒー粕コンポ区、

パーク堆肥区､食品排水汚泥コンポ区)、傾斜長辺にそって配置されている｡試験区の概要を

表に示す｡作付けは毎年春作､秋作の

２回行い､作目は1997年までは主に春表試験区の概要

作メロン､秋作キャベツ､1998年からは ；蹟有機物
春作スイートコーン､秋作ハクサイをそ無肥区

れぞれ栽培している｡本圃場を用いて、蝶土牢糞厩肥2v,｡a,作
一牛糞厩肥２０t/１０ａ/作

土壌の各種性質､作物の収量と品質、冒嘩_粕ｺﾝポ区十ｺーﾋー粕ｺﾝポ2v,oaI作
十パーク堆肥２t/１０ａ/作

病害発生程度などを経年的にﾓﾆﾀー豊亮織蕊ｺﾝポ区一食品排水汚泥ｺﾝポ5tﾉ,oaI作
し､施肥管理と作物生産性の関係につバー ｸ堆肥区は､2004年度までｸﾛﾚﾗ堆肥を施用

いてのデータを蓄積している。

日常的な管理は技術職員が行っているが､定植･収穫作業は本学の土壌学関連の研究室が

中心となり､毎回３０名を超える教職員､学生などが参加して実施し､収穫物の食味試験も楽し

んでいる｡また､圃場管理の一部は､学部３年生向けのフィールド実習にも取り入れ､施肥管理

と作物成育の関係を実体験する格好の場となっている｡学内だけでなく学外の研究者からも連

用圃土壌の利用申し入れがあり､各種研究に活用していただいている｡また､平成２６年度に新

設された科学研究費補助金特設分野研究(食料循環)に本圃場を対象とした研究課題が採択

され､連用土壌の微生物叢と作物生産性に関する研究が進められている｡長年にわたり維持し

てきた連用圃場は当フィールドの貴重な財産であり､今後とも教育･研究支援の一環として大切

に管理していきたいと考えている。

‐~

■

図厩肥区、'慣行区および化肥区の土壌図スイートコーンの定植作業

連絡先：愛知県愛知郡東郷町大字諸輪字畑尻９４(Ibl:0561-37-0200、Fax:0561-38-4473）

２９



生産 加工･利用
画精米｡漬物

〆 教育 社会貢献
園農場実習

･食品加工実習
･フィールドレベルでの講義

・学生の研究指導

･中高生の職場体験実習

・農場内に存在する遺伝
資源データベースの公開

｡春日井市との連携

講座｢基礎から学ぶ

栽培技術」

｡公開講演会
･オープンファーム

卿田植祭｡収穫祭
･見学や遠足の受入

研究

･異分野を融合した

研究

･農学部内外｡学外

組織との共同研究
噸学外からの受託研究(http://agri-meijo-ujp/）

画大宝芋(ダイジョ）

風白菜"大根

画パンジー画菊｡庭木
画鶏卵"ウズラ卵

一坤

亀蜜壁
垂＝零二ｺ星

!.‘jl’､と
一一

野
吟一

Ｌ

･循環式トイレの設置
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Ｌ二~i望ﾂノ ノＬ－竺重講演会ノ稲刈り 公開講演会
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3つのテーマ

ﾜア 、

名索大挙農学部附属農場/ﾌｨｰﾙドサイエンス研究室
作物･果樹･読菜｡花井｡造園｡畜産の6分野を有する

奄舌

循環
･耕畜連携による園芸
副産物と堆肥の活用

･農場内未利用資源の
活用

･飼料｡堆肥

･農業資材(敷料）

卿水稲･里芋"馬鈴薯
･ブドウ"イチジク ｡切り干し大根

･しめ飾り

回実習における

。農産物
･食肉(豚｡鶏）
･乳製品(山羊乳）｡肉用子牛｡乳用山羊

「

〒486-0804愛知県春日井市麿来町菱ケ池4311-2
ＴＥＬ:０５６８－８１－２１６９ＦＡＸ:0568-81-1589

http://www-agr,meijo-uacjp/cgi-bin/farm/index･ｈｔｍｌ

http://www一agr･meijo-uacjp/Iabs/nnO23／

堆肥の活用し

、
雪

凸

乳チーズの作生産物販売

■

3０

便．や■三二-二字 _雲』

ＰＬ些E乳ﾁーズの作製ノ

■画＝‐丑一三ニュァエぷご

3つのミッション
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農と食を育む取り組みを振り返って

三重大学大学院生物資源学研究科

附属フィールドサイエンスセンター附帯施設農場

本農場では､学生だけでなく地域住民にも農と食への関心｡理解を深めてもらうた
め､農作業体験や農産物加工体験の機会を年間を通じて提供する取り組みとして
教育ファーム(小中学生対象)を平成２１年度から､大学ファーム(一般対象)を２２

年度から実施してきました｡５年を経過し､これまでを振り返ります。

1．教育ファーム
’Ｌロ．

Pｂ

、可

ﾛ､■■

､枠眉良否鍬

2000裳



韓
京都大学大学院農学研究科附属農場

E><perimentalFarm,KyotoUniversity

圃場を活用した教育・研究の取り組み取

農業生産は人類の生存にかかわる最も重要な営みであり，その向上と安定なくして

豊かな人類の未来はあり得ないという信念のもと,理論と実践を通して農学を理解し，
想像力に富み,実行力のある人材を育成することを最も重要な使命であるとして教育
に取り組んでいます．

また,農業生産の立場から,食･環境･エネルギー問題を解決しつつ,高収量･高品
質生産を可能にする新技術や新規植物の開発を目指し,多様な作物について,栽
培･生理学的,育種･分子生物学的手法による基礎および応用研究を,圃場を活用し
て行っています.また,有用植物遺伝資源の収集･保存･形質評価や栽培の起源に
関する研究も行っています．

ナシの摘果実習の様子 水資源を有効利用できる稲作体系の開発

織継畷欝聯撫紳｡爺 齢…糠､鐸騒畷倒蝿鋤…淵
P金

新農場移転の取り組み

京都大学の附属農場は,平成28年度より京都府木津川市に場所を移して,新たに
教育･研究活動を開始する予定です.新農場では,豊かな未来を創る次世代型農業
技術の開発と実証拠点として,再生可能エネルギーによる農業生産の実践や作物の
高品質･高収量技術,次世代型有用植物,農工医連携研究プラットフォームの開発
などに取り組むことで,教育や地域貢献も充実させていく予定です．

墓妻夢 毒慧義乗重一

塁苧雪

ｈ可

新農場の完成予定図

〒５６９－００９６大阪府高槻市八丁畷町１２－１

ＴＥＬ:Ｏ７２－６８５－Ｏ１３４Ｅ－ｍａｉｌ:kitajima＠kais､kyoto-u､acjp 3２



京都工芸繊維大学生物資源フィールド科学教育研究センター

／ 、

自然観察学

フィールドを利用した少人数グループによる環境教育
、 －ゾ

京都工芸繊維大学では、応用生物学課程の１回生を対象に講義・演習科目「自然観察

学」を開講しています。

｢自然観察学」では、生物資源フィールド科学教育研究センターおよび応用生物学部

門の教員の指導による少人数のグループ学習を行います。本センターが有する多様な圃

場、草地、林地を活用するだけでなく、近隣の嵯峨野の人里を訪れて、生物種の多様性

や生物間の相互関係などを個体・群集(群落)・生態系レベルで調査、観察し、生命と環
境との関わりについて学びます。

【テーマの例】
／

チョウ目昆虫の生態観察

圃場内に生息するチョウ目昆虫の生態

を発育ステージ別に観察

､

、。 －ノ

〆

統計学の基礎を学ぶ

生物や生態の解析に必要となる統計学

の手法と考え方を習得

､

匙 －ノ

／

Ｌ

アリ類などの生態観察

圃場内に分布するアリ５種類を探しそ

の行動と生態を比較観察
－－

、

ノ

逼綜先

〆

、

〆

植物の生態観察

センター圃場に発生する植物を観察し、

形態や出芽深度を調査

､

－ノ

ビオトープを探る

ビオトープに生息する動植物や微生物

の種類と生息状況の解析

、

遇 皇
〆

水性生物の生態観察

主に水生昆虫を対象に，水生生物の生態

の不思議と疑問の解決を目指す

､

L_竺王畳 －′

デ66L鐙“京訓方Zﾃ京区）嵯蛎一ﾉｦkﾉ7tムワプ

71EL､０志８６ー07秤／7伽〃i'１/wM/:cb危紘ﾉﾘり
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京都府立大学生命環境学部附属農場

地域貢献で情報発信、洛いもetc。鶴
京都府立大学生命環境学部附属農場では、所在地の精華町をはじめ、周辺市町村との連

携を行い､地元特産品を立ち上げて行う産業振興や食育事業、一般府民向けの農業体験事
業｢ユーカルチヤー｣事業､青少年育成の職場体験事業のほか､キャンパス内にある京都府
農林水産技術センターとの合同施設公開事業などを実施することで､地域貢献を行い、大学
に親しんでもらいながら､地域の活力を高める取組を教員と学生で行っています。

特に､奄美地方､沖縄諸島などの亜熱帯地方で栽培されるダイショ(Ｄ/oＳＣＯ尼ａａ/afa､ヤマ
ノイモ科)の中から､食味のすぐれる系統を増殖し｢洛いも｣と名付け､地元農協と連携し苗の
販売を行い､地域の特産物として普及をすすめており、保育園児の食育事業などを展開する
とともに､節電対策とエコブームにも乗って､グリーンカーテンに適したイモとして広く報道機関
でも取り上げられ､「府大の地域貢献｣を広く知らせるものとなりました。

ダイショグリーンカーテンに覆われた附属農場エントランス 定植から水やり、収穫､食育まで保育園との連携事業

「

〒619-0244京都府相楽郡精華町北稲八間大路７４血0774-93-3251kDufaml＠k､u,ac､iｐ３４



大阪府立大学生命環境科学域

附属教育研究フィールド

大都市隣接°キャンパス内フィールドとして

学内外とのコミュニケーションを大切にしています

都市型フィールド

本フィールドは、政令指定都市、堺市に立

地する大阪府立大学中百舌烏キャンパス内に

設置されています。地の利を最大限に活か

し、学内の関連教育研究領域、関西圏の教育

研究機関、産業と高い連携を図り、質の高い

ｂ

｢府大米」

蔑
吟

へ

助
■「極甘ﾏﾝゴー」｢極甘マンゴー」

■ 同

ﾛ』 私Ｌ－

,甲｡

陛弼…

学生実習

客忠畠1-二１

週嗣蕊''1’
｢清見オレンジ」

教育、技術、府大ブランド産品、高度農産物

を提供しています。また、次世代教育に関心

をよせ、都市に住む小中高生が、「生命｣、

｢食｣、「農｣、「環境｣に関する意識を体験を癌

じて高めることが

できるような実体

験型プログラムを

提供しています。

中学生職業体験（レモン収穫）

〒５９９－８５３１

堺市中区学園町１－１

大阪府立大学附属教育研究フィールド
Ｏ７２－２５４－９９２４

ｉｍａｈｏｒｉ＠plant.○sakafu-uac.』ｐ
http://www､plant.○sakafu-uacjp/field／
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蕊言

鰯

渥 ※

■

はりまるの普及をめざし、

日

※現在品種登録出願中

■
凸

･現在近隣農家への試験栽培を依頼

名前の由来

ｑ
計

の

つと麺わった

談勢'し－
や－Ｆ・鍔零駕‘『,，

基
ざ

センター所在地である播磨地域

の特産品として普及してほしい
と願いを込めて

■

，､

〒675-2103兵庫県加西市鵜野町1348

Tel：（0790)49-0341,Fax：（0790)49-0343
Mail：ans-centeIjim、office､kobe-u・acojp

http://wwwoedu,kobe-u,acjp/ans-foodres／

関西で好まれるメークインに比べ、

・病害虫に強い（抵抗遺伝子もつ）
・疫病にかかりにくい

・イモの変形、裂塊、内部障害が

売り込む予定

少ない

公ｂ■

‘ー､､一興ウ

3６

を開催し、姫路市の飲食店を中心に

･販路の確保のため、 ワークショップ

.Z‐暴風｡．



近畿大学附属農場(和歌山県湯浅町）
～熱帯果樹を中心とした栽培を目指して～

称としても市場で高い評価を受けている。

さらに棚顛果実をはじめドﾗゴﾝﾌ織
裁：&響．
ｊ・

篭.息．

ツの研究栽培も行っており，近年では民間

004和歌山県有田郡湯浅町湯浅2３５５－２
７－６２－２９５３

可

３霧ノ



》

鍵

◎地域に根ざした教育・研究

当センターでは、実践的な農業体験が得られるよう二ホンナシや白ネギ
など地域特産作物に関する教育にも力を入れており、ナシ選果実習や機械
化によるネギ調製実習など特徴的なプログラムでの教育を行っています。
一方、併設されている日本梨開発実験室では、300品種にものぼる世界
中のナシの遺伝資源保存とこれらを活用した新品種の開発を行っています。

この研究の中から秋栄、亘寿等の品種を送り出しました。

これらに加え、平成19年からは地域の学童と保護者への食農教育を目的
とした「FSCアグリスクール」や新しい技術の実演。講演会などを実施し
ています。

大型施設（１棟10a）八ウス巨峰の袋かけ実習再生紙マルチ水稲栽培実習

鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセンター

蕊:磨蕊謹蕊謹謹蕊差麗

FSCアグリスクールナシの人工授粉実習世界のナシ遺伝子銀行

3８

◎施設化による先端的な教育。研究
当大学の位置する山陰地方は冬季に降水呈が多く、これまで露地での教
育・研究並びに農場運営に支障をきたしてきました。そこで、大型八ウス
を導入し、八ウス内でブドウ栽培およびトマトの周年栽培を実施し、年間

を通じ専門性の高い教育を行っています。加えて、再生紙マルチ水稲栽培
による特別栽培農産物の生産や農業機械による軽労化に取り組み、これら
先端技術を積極的に実習に取り入れています。

連絡先〒680-8553 鳥取県鳥取市湖山町南4-101
ＴＥＬＯ８５７－３１－５６００

ｋｏｎｄｏ＠ｍuses､tottori-u､acojp

ｰ
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』

竹で結ぶ農場と地域

荒廃竹林の拡大が問題となっています。島根県は竹林の面積が広く、一人あたりの竹林面種

は全国一です。持続可能な社会を11指し、地域資源を有効に活用することの大切さを学ぶ機会

として､島根大学の農場やキャンパス内に存する竹を使った学生実習や卒論研究､公開講座(食

農・環境教育・生涯教育等)、地元の幼稚園・小学校との交流活動等を行っています。いずれも

実際に竹林に足を運び、現状をゆっくり観察する時間を大切にしています。そして竹細工等を

する材料も竹林でF1ら切り、できあがった後も11常の暮らしのなかで、竹の持つ意鏡やその竹

とどう付き合っていくのがいいのか自ら考える機会づくりに努めています。

学生実習:竹チップづくり 公開講座:無煙炭

|公開講座:切った竹を運ぶ交流活動:竹林の観察･散策 公開講座:ミニ門松づく1Ｊ

化器で竹炭づくり

3９

’

声

■

、

島根大学生物資源科学部

附属生物資源教育研究センター農業生産科学部門

’ ’ ’学生実習:タケノコ掘り 公開講座:竹細工

評謹慢:懲雷塞聯蜂黒雲;手織箸.､ｂ

国０
＝一二画

、
〃

一
万
巳
母

凸 怠Ｊ

』

■

＝

－．壷、

２

』Ｌ

連絡先:島根県松江市上本庄町２０５９

TEL:０８５２－３４－０３１１

Email:|if~honjo＠office､shimane-uacjp

廻
~司

1６

卒論研究:竹筒楽器遊び

識；

篭鐘

藷

■咽

Ｉ到

ヤ g扉’
一

一軍

公開講座:自らつくった竹笛で演奏



職､．

越
術
図|山大学

岡山大学農学部では､農業やそれに関連する科学知識を小学
生に分かり易く紹介する｢農学部ジュニア講座｣を毎年実施してい
ます｡本年度は､小学4～6年生を対象に､代表的な家畜であるウ
シとその生産物に対する実習を通じて､「食といのち｣について考
える3回シリーズの講義と実習を農学部附属山陽圏フィールド科
学センター津高牧場で開催しました。

馨簿恋識’
、畠,，

第１回は､「ウシに触れる！牛舎での仕事」

牛舎に入り､和牛子牛および成牛に実際に触れ､ブラッシ
ングするとともに､ウシの食べものやそれに対する安全管理、
IT技術を使用した繁殖管理､さらには微生物を利用した環
境対策などを理解して頂きました。

第２回は､｢草地を歩こう！お肉を食べよう！」

草地をめぐり､ウシが食べる草や食べない草､放牧をす
る技術について学んで頂きました｡また､様々な種類の牛
肉を食べ比べ､ウシがお肉になることやそのおいしさを体
験して頂きました。

－１鼠'吋唾 認識遜鍾．

第３回は､｢畜産物を理解しよう」

アイスクリームを作る体験を通して､畜産物加工技術や食
の安全管理に対する検査技術への理解を深めて頂きました。

連絡先:〒700-8530岡山市北区津島桑の木町1-6Ｚ
岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター
Ｂ086-251-8392、hirofun＠cc､okayama-u・acjp
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岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター

平成26年度農学部ジュニア講座

"ウシにふれよう！まきぱで食といのちを学ぶ，，開催
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命 陰

〆へ

ｈ粕

ｈ

広島大学大学院生物圏科学研究科
附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

西条ステーション(農場）

孫署ｿ･婁蕊精密実
、ヘヘハ

陸域 動植物

精密実
験部門

”幼稚園･保育園、
の教員

保育者のための食育

、惹製省ノ

留学生

鄭
銅

～竜二

I,圧l垂!‐１不月国

の教員

旨のための食育

惹阜幾ノ

中四国地域で唯一m
文部科学省から教育関係共
同利用拠点として認定を受け
た食農環境教育施設です！

｡食品製造実験

実習工場全

AnimalScienceand

Technology

｜｜Ｅ雲三陸警

萎毒fi簿'''11窪1１

■

他大学

保育学系学生

食育フィールド
科学演習

也大学｡自大学

農学系学生
農学系院皇

jＩ
飼料作物実習 飼料給与’１

留学生

肉牛の集牧Ｉ
一一一幸

一

合宿

4１

も
氏
』

鶏

食料の生産環境と食鍾塞全に配耐Ｌｿ昌循1浬
酪農教育を様毎な学生露ニーズに合わせて

提供し萱います！

AnimalScienc

TechnoloE

〒739-0046広島県東広島市鏡山2-2965

連絡先電話:082-424-7972e-mail:fscfarm＠hiroshima-u,acjp

搾乳実習



県立広島大学。生命環境学部附属
フィールド科学教育研究センター

2014年で設立４年目を迎えました。今年度も中四国大学間連携フィールド演習
に参加し，食品資源フィールド科学演習（２回目）を開催しました。６次産業
化を継続して主テーマに掲げ，他の7大学から12名の参加を含め計18名で実施
しました。農作物の獣害が多く発生し，冷夏長雨で平年の４割を切る日照時間
にも悩まされました。フイールド科学卒論は今年度も公開発表し盛況でした。

中四国大学連携の食品資源フィールド科学演習では，野菜やブドウの栽培管理・収
穫，品質分析，ジュース作り，パン・ピザ加工に加え，地元の直売所３箇所での販売
やリンゴ､農家の経営戦略なども学びました。教員や学生間交流も充実し，最後は４班
それぞれの課題報告のプレゼンテーションで締めくくりました。

イノシシ等の農作物被害が数多く発生し，
学生にも注意喚起と電柵の設置を行いま
した。また，冷夏長雨で太陽を見ない豆
となりました。

2014年度備北バイオフォーラムで地域課
題８件のフィールド科学卒論を公開発表し

ました。特産野菜，加工品，木材資源，過
疎化対策等に学生が提言しました。

所在地〒727-OO23広島県庄原市七塚町5６２

TEL：○824-74-1780Ｅメール：kohmura＠pu-hiroshima､acjp

4２



､

本農場では

地 地消コム
を教育研究に活用しています

ag297＠yamaguchi-u,acjp
O83-933-s923

CC幽尚芙寧
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オリーブ果実を指でつぶす

香川大学農学部附属農場

地域に密着した実習教育の推進

平成17年度より実習の一環として小豆島町，小豆島オリーブ公園の協力
を得て小豆島でオリーブ実習を行っている。本実習はオリーブオイルの手
絞り，オリーブ果実の収穫、オリーブの栽培や加工に関する講義からなり、
1日かけて実施している。また平成23年度からオリーブとともに香川県の
特産品である讃岐うどんの手打ち体験（うどん実習）を行っている。
このような実習を通して、地域特産品についての理解を深めてもらうと
ともに、オリーブや小麦の栽培実習だけでは見えてこない点も含めて学ん
でもらうことにより学生の視野がさらに広がる ことを期待してい

↓

榛む（60分程度）
↓

ろ過

↓

上澄みオイルを採る

る。

オリーブオイルの手絞り手順ろ過中

b亜～

讃岐うどんの手打ち手順

さぬきうどん

凶

’動

練り

↓

足踏み
↓

寝かし

↓

生地延ばし

↓
摩切る

ｌ－－－

Ｂｂ■
刻ド

１

．１
１‘Ｉ

歴
騒
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_た

オリーブオイル

デ･＜

■

＜連絡先＞

住所:〒769-2304香川県さぬき市昭和字谷乙300-2
TEL:0879-52-2763,Ｅメール:afjimt@jjim・ａｏ,kagawa-u.ａc・ｊｐ

4４

一
切

ｈ
■
■

Ｉ Ｗ~懐'１
漣､潤畠一一．

悪

１
４



種レンコンの定植

愛媛大学農学部附属農場

省力･多収の｢レンコン浅床栽培｣研究

愛媛大学農学部附属農場では,当真要助教の研究グループが１０ｃｍの深さの作土でレン

コンを栽培する方法の開発研究を行っています｡通常､レンコンの収穫作業には非常な重労

働が必要ですが､土壌が浅いため非常に簡単､省力的に作業を行うことができます｡小面積

プールを用いた実験データですが､平均的な収量(1.5kg/㎡)の２５倍程度まで高くなります。

また効率的な養分吸収が行われるため､施肥量を２０％以上減らすことも可能です｡愛媛県内

からの見学者も多く､本技術は地域農業振興策として注目されています。
誇毒-悪.⑭弓＝＝塞自 繍一。

収穫作業 レンコン収穫物

愛媛県松山市八反地甲４９８，電話089-993-1636,nokaikei@stu,ehime-uac・jｐ（農場演習林係）
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土佐弱かうしを守れ！～高知大学と高知県の遮撹～

’

土佐あかうしの保存と生産振興に関する連携のための覚書

･官学連携による土佐あかうしの持続的な供給体制の椴築
･土佐あかうしの担い手による中山間地域での新たな経営体の創出

諭知県南国市物部乙200088-864-5154

http:"wwwagr､cc､kochi-u・ac､jp/japan/field/Eeldscience,hｔｍｌ

ｊｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
現状.課題１ 凝り】目Ｆ

』

･年間100頭以上力《減少し、現在1,720頭しかいない
･頭数の減少にともない、遺伝的多様性が消失しつつある
｡あかうし肉の然要増加のため雌牛まで肥育されている

･先端技術を利用した土佐あかうしの保存と改良、婚
･高言教育を通じての未来型畜産従事者の育成
～就農苔、自治体や団体の畜産職、研究者など～

高知系褐毛和種（通称：土佐あかうし）

は、現在約1,600頭しかおらず、品種と

しての絶滅の危機に直面しています。高

知大学と高知県は土佐あかうしの改良、

増頭等でこれまで連携してきましたが、

平成26年５月には､土佐あかうしの保存

と振興に関する覚書を締結し、受精卵移

植による増頭、新規就農者の研修等に関

してさらに連携を強化することになりま

した。フィールドサイエンスセンターで

は研修生受け入れ環境を整備し､今後､新

規就農者や県内高校生の短期インターン

を実施する予定です。

高知大学農学部附属暖地フィールド

サイエンス教育研究センター

〒783-8502高知県南国市物部乙200088-8（

ＨＰアドレス：httD:"ｗｗｗａｇｍｃｃ]てochi-'１月面､／

高知大学農学部附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター

ユーー竺噛

4６
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4７

九州大学育成ブドウ品種｢ＢＫシードレス』を活かした教育

当農場での研究により生み出されたブドウ品種｢ＢＫシードレス｣は,２０１１年に品

種登録されました(登録番号20373号)．同年から,農家等による現地試験栽培も

開始し,全国各地の様々な栽培条件でも良質な果実を生産できることが明らかに

なってきました｡全国で唯一１０年以上の｢BKシードレス｣の成木を有する当農場で

は，「ＢＫシードレス｣の栽培管理技術を学ぶための研修会も開催されています．

2013年からは農家が生産した果実の本格的な出荷が始まり,高品質果実はブラ

ンド名｢みつしずく｣として福岡市内の百貨店等で販売されました.２０１５年秋以降

には苗木の一般販売が始まる見込みです．

「ＢＫシードレス｣を用いた実習は,ブドウの栽培管理技術を獲得するだけでなく，

大学での研究成果が社会でどのように活用されていくのかを身近に感じることが

できる独自の取り組みといえます．

日頃は果物を食べる機会が少ない学生も

手に取りやすいように，お手頃なパック入

り果実が九大生協の購買部で販売されま

した．

■

、画一
二

Ｆ。
聖Ｆ『

ウ

，
曇

寺
一

．
』

誉篭｢ＢＫシードレス｣の特長

･種子がなく,食べやすい．

閏糖度が高く,食味が良い

画省力的に栽培できる．

･加工にも適する．

〆

#』§
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Ｗ＝剤
『

や

一
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■

７哩里

【連絡先】

九州大学農学部附属農場

〒811-2307福岡県糟屋郡粕屋町原町１１１

ＴＥＬ:092-612-2862

E-mail:chousa@farm､kyushu-u,acjp

Web:http://www､farm,kyushu-u､acjp

岨
吐
Ｉ
争

溌
尋
琢

年間を通して様々な栽培管理作業を

行っています．

九州大学農学部附属農場

九大生協でのパック入り果実の販売

｢ＢＫシードレス｣を用いた実雷句蓉ｂ

ＢＫラードレヌ

汐
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i1論議妻書瀞,癖延卿嚇呼､ｗ岬．,iL響雪雲雪雲鍾雲塑猛癖而
佐賀大学農学部附属アクリ創生教育研究センターでは、農業フィールド資源活用によ
る動物介在療法及び園芸療法（｢アグリセラピー｣）の構築プロジェクトを立ち上げ、
これまで食料生産手段として利用してきた家畜や作物栽培を、障害等を持つ患者様のケ
ア手段に応用することを目的とし、農学部、医学部、文化教育学部と共同でその可能性
を探るため、研究教育の企画。推進を行っています。

また、上記プロジェクトは、文部科学省「地（知）の拠点整備事業-コミュニティ。
キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクトー」の一環としても進行しており、

教育・研究を通じて、地（佐賀県域）と知（教育研究）のアクティベーション（活性化）
を進めることで、佐賀の地における知の拠点としての機能強化を推進しています。

|…|〃

4８

タスク①（60抄》｜レストｌタスク①《60抄）｜レヌト｜タスク①(60秒）｜理液劉迦

､ｑ■４国ロ

繕
西849-0903佐賀市久保泉町下和泉１８４１番地
ＴＥＬ:0952-98-2245ＦＡＸ:0952-98-2230

URL:http://www､aic・agsaga-u､acjp／

＜動物介在療法とは＞

蕊
Ｊ

飼
あ
ス
の
が

舵
れ
の
ど
と

動
圃
棚
硫
証
明らかになっています

これらの効果を医療や福
祉の場に活用したものが

｢動物介在療法」です

◎

＜アグリセラピーの評価方法＞

アグリセラピーの効果を示すために、心理尺度を用いた評価
(P○ＭS）や、生理的指標として血圧、心拍数、自律神経変動測
定である心拍変動解析、そして内分泌系ストレスマーカーとして
唾液中のアミラーゼの測定を行っています。
また近年、人の心や体を支配する部位である脳の活動を直接的
かつ非侵雲的、そしてリアルタイムに捉えるための技術、装置の
開発が進み、近赤外分光法（NearlnfraredSpectroscopy：
NlRS）といった手段が注目されつつあります。NlRSは、近赤外
光を用い脳の血液中の酸素量を測定する方法です。動物や植物に
触れあうことによって脳のどの部位が活発になるのかを測定する
ことができます。

<実験プロトコールの一例＞

巴…|ﾚヌﾄ|ﾀｽｸ…》|ﾚｽﾄ|…《"幽幽

蕊層
レス 崖屈誤取 レスト タスク②（60鱒〉 ﾚス タスク921〈609勘 ﾚス タスク②〔60抄〉 喧重鎮奴

匡壷竪堕 レス タスク①（60抄〉 レス タスク①（60抄） ﾚヌ タスク①(60秒） 竺涼裂取

鐘『

＜園芸療法とは＞

園芸療法とは、園芸を

手段として心皇の状態を

改善することです。
園芸療法の目的は、植

物を育てることによって、

皇体的、精神的、社会的
に良い状態を求めたりそ

こなわれた機能を回復す

ることです。

熱
悪全墨i士仕とＺ
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②鳥繍瀞部rlli概蘭恥，IIfmMz鴫1
附属住吉フィールド（牧場）がGLOBALGoAoP｡認証取得

現在､附属住吉フィールド(牧場)で

は、教育関係共同利用拠点「九州畜産

地域における産業動物教育拠点」とし

て全国の学生を受け入れているほか、平

成２６年度末には新たに養豚教育施設が

完成し、関連教育を充実させているとこ

ろですｂ

そのような中､平成26年７月２９日に

牛とミルクを対象として、畜産分野では

全国初となるGLOBALG.A､P・認証を取得

しました。認証にあたっては、牧場職員

全員で週に一度の勉強会と基準に沿っ

た場内整理を約一年半かけて行いまし

たが、その過程で様々な課題を協議しな

がら少しずつ改善してきました。認証取

鋪

得後もこれらのサイクルを継続維持していくことが重要となりますので、職員一同気を引き締めているところ

です。

■ＦＦ
Ｐ

ＧＡＰは農畜産物事故を低減するために農業生産にお

ける各工程でリスクを管理する手法です。ＧＡＰを実践

することにより農場全体のリスクが管理出来るため、

食の安全、環境保全、労働安全を担保できます。附属

牧場においても、これらの目的を正しく理解し、改善

活動を継続することにより、今後も学生実習の内容向

上に活かしていきたいと考えていますも学外実習等も

随時受け入れ中ですので、何かありましたらお気軽に

ご一報ください。

http://wwwもmiyazaki-u､ac・jp/sfield/index・html

4９



宮崎県は年間を通じて温暖な気候である
ため、この地域の特色を活かした研究対象

南九州大学環境園芸学部
附属フィールドセンター

副Ｘ胃○躯琶一醗一萱1魁

本学環境園芸学部環境園芸学科は、高鍋町に設
置された園芸学部園芸学科、環境造園学部造園学
科および地域環境学科を昨年度より都城市におい
て継承している。附属フィールドセンターは、そ
の園芸学部附属農場および環境造園学部附属実習
場を一元化し設立された。キャンパスに隣接した
2.3ヘクタールの敷地内に温室23棟、圃場、樹木
園、造園実習棟などを備えている。

Ｉ
された

および

４
旦

＝＝雪＝一己

脆馳星調in愚'a画k皿幽f･皇瞳｡蝉

環境園芸学部は、園芸生産環境専攻、植
物バイオ・育種専攻、造園緑地専攻、花・
ガーデニング専攻、自然環境専攻、アグリ
ピジネス専攻の６専攻からなり、本フィー
ルドセンターはそれらの専攻のフィールド
研究・教育の実践現場を担っている。

Ｉ

バイオ・育種
一デニング専

『

Ｉ

h叩

S龍=蝿３５

宮崎県蔀難市立野町菖霜孝２
電話：鯛髄-通二塁1１１

作物が豊富である。また、施設栽培による
早熟から促成に関する栽培、生理、遺伝・
育種学的な研究も行っている。

おけるり、都

合蕊繍雪雲鱗挑雲瀞1蕊鼠滅蕊雲蕊謹謹縦瀧『
書熟二産示雛震皇差麓雪葦南九州大学の造園教育はｷｬﾝパｽ移転
えられる人材を育てることを目標としてを転機に高鍋時代の野外型から都市型へと
いる。そのためにも、本フイールドセン変貌を遂げつつあり、都市部における環境
ターが学部のキャンパスと隣接している配慮型の造園空間整備という新たな課題に
ことにより、学生が本フィールドセン取り組むこととなった。同時に伝統技能で
ター内における実習の機会をいつでも与ある造園技術の継承と多様性に富んだ学生
えうると考えている。 の満足度を充足させるような斬新かつ機能

的な造園実習プログラムの開発が我々の使
命であると認識している。

。同
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E産、〈熊本は豊かな大地､阿蘇の広大な草原､豊富な地下水があり農作物には､
大変優れている土地柄です｡また､阿蘇の火口や不知火海などから｢火の
国くまもと｣とも言われています｡火のイメージ色｢赤｣｡この『赤｣から熊本
県では農林水産物を｢くまもとの赤｣ブランドとして力を入れています｡例え
ば､トマトやスイカ､くまもとのあか牛､天草大王､真鯛､車えびなど赤色を
イメージする特産物がたくさんあります｡東海大学は､「くまもとの赤｣ブラン
ドとして｢あか豚｣の生産に取り組みを始めました｡さらに今注目されている
動物福祉の観点から豚が豚らしく基本的欲求を満たせるよう､野外管理を
行ない､家畜のストレスや､放牧地の植生を含めた環境への付加の調査も
実施していきます。

ノイー、雪堅

可お

３世型

Ｉ40kｇ

放牧地まで学生が追っていきます生

ある程度大きくなるまで舎飼いです

覇

鍵

育実習場ではこのような食育
なっています。

東海大学農学部農学教育実習場青

賦
盃
■
■
■
■

T869-1404

熊本県阿蘇郡南I可蘇村河陽

東海大学農学部農学教育実習場
TEL､0967-67-3959

j蝿普

。

．．’認号､‐

･~､．出荷蓑で患頼思いの時鶏議議

いる食肉しか見たことがない人が

ぼとんどですが､この放牧養豚に

関わった学生には日常の飼養管
理はもちろん人工授精から分娩
介助､去勢､体重測定､そして自
分たちで育てた豚をトラックへ積
み込んで出荷をし､最終的には自

分たちで食するという経験をして
もらっています｡東海大学農学教

飼育管理は応用動物科学科の学
生が積極的に取り組んでくれてい
ます｡スーパーなどで販売されて

出荷されていく様子



一袋かけの動画一山

鹿 島大学農学部附属農場唐湊果樹園児島大学農学部附属農場

-型端末を利用した実習一タブレット 莞への取組･販 み－

－ｶﾝｷﾂ収穫実習での利用一
収穫実習のあと､学生が任意の果実を1人1個選び､果実の糖
度測定を行っている。
「屈折糖度計｣を各班に1台配り､測定方法について技術職員
が口頭説明を行う。

事前に説明を受けていたとしても初めて屈折糖度計に触れ
る学生には順番が回ってくるまでは糖度の読み取り方法が理解
できていない。

そこで､ﾀプﾚｯﾄ型端末のｶﾒﾗｱﾌ゙ ﾘで屈折糖度計の目盛り
の写真を撮影し､説明に使用した。

-不知火の袋かけ実習での利用一
果実の袋かけは､実習に取り入れてはいるが､手先を使うこと
から｢見づらい､伝わりにくい｣作業であり､学生も技術職員も苦戦
する実習の1つ。
学生は､袋かけの意義を理解して実習に臨んでいるが､袋を
閉じる方法が悪いと､風が吹いただけで袋が外れ､実習が台無
しになってしまうことがある。

説明のときの｢学生と技術職員の距離｣で理解に差が出てい
ると感じたことから､一連の作業を動画に撮り､学生に説明した。

動画は､ﾀﾌ゙ ﾚｯﾄ型端末のｶﾒﾗｱﾌ゚ ﾘの動画撮影モードを使
用した。

曇竺へー堂．.~－司心■▲一二－二－忽句Ｌ毎一一一一 一一一冬季‐§ニーベバーーマ々－画

近年､情報通信機器として､パソコンに加えスマートフォン､タブレット型端末が普及し､保有者が急増して
いる｡唐湊果樹園ではこれらの端末が持つ｢携帯性が良く､起動が早い｡」｢操作が容易で､見る喜びがあ
る｡」ことに注目し､学生実習や職場紹介をはじめとした業務に導入できないかを検討していた。
平成25年度からﾀプﾚｯﾄ型端末を説明補助アイテムとして導入し､実習教育､業務で試行してみた。

●震場実習でのﾀプﾚｯﾄ型端末の利用
唐湊果樹園では､農学部2年後期～3年前期の1年間､５つのコースの学生(約100名)が4組に分かれて
果樹栽培管理について実習を行っている｡学生が4組に分かれていることから､同じテーマの実習を4回繰り
返すことになる｡実習は､教員の講義のあと､技術職員1名が学生の前で､作業全体の説明を行い､その後
学生(約25名)を3班に分け､技術職員3名が各班を指導していく。
実習の問題点を図に表した。

農学部附属農場では毎年４月に生産物展示即売会を行っていて､唐湊果樹園は例年､カンキツ果実､果
樹･花木苗､野菜を出品している｡特に果樹･花木苗は取り扱う種類､品種が多いことから､これまで､来場者
向けに紙媒体を使って生産物の説明を行っている｡平成25年度から､説明を充実する目的で､新たに説明
資料を整備し､タブレット型端末を利用した説明を試みた。

タブレット型端末で生産物の説明を行うにあたり､短時間で対象の説明資料(ファイル)を検索できること、
操作を簡単に'憶えることができること､Wi-Fi環境がなくても使用できることの3点に留意し､説明資料作りを

川Ｉ

ﾑﾆﾍ

十h二
篭誓二rig‐
問題を改善するために技術職員間で検討し､学生に伝わりにくいと思われる内容を写真や動画に撮り､タ
ブレット型端末を使って説明することにした｡今回はタブレット型端末を利用した2つの事例を紹介する。
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鰯生産物販売会でのﾀプﾚｯﾄ型端末の利用

鹿児島大学農学部附属農場E-mail:nknojo＠kuas,kagoshima-u､acjp
〒890-0065鹿児島市郡元1丁目21番24号Tel:099-285-8771Fax:099-285-8773
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新しい説明資料は､統一したﾚｲｱｳﾄに写真､説明文を記述し､POFﾌｧｲﾙとした。
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１ ﾀプﾚｯﾄ型端末での
説明風景
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一屈折糖度計目盛りの画像

HTMLﾌｧｲﾙで一覧表を作成。

わかりやすい操作､POFﾌｧｲﾙの
容易な検索を目指した。
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琉球大学農学部

亜熱帯フィール牌科学教育研究センター
Ｌ

可

』

フィールド科学センターのモハメド･アムザド･ホサイン准教授は､薬草として知られるウ

コンの研究を行ってきました｡バングラデシュ等から収集したウコンの系統をフィールド科

学センターで栽培し､選抜実験等を行っ
阜U出、
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写真１琉球大学のウコン栽培畑の様子

て開発した系統を平成24年２月にウコン

の新品種"琉大ゴールド''として登録する

ことができました｡さらに､平成25年11月

には商標登録もとりました。
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在来系統琉大ゴールド

“琉大ゴールド"の特徴は，在来系統と比べ、写真２ウコン根茎の比較

1．クルクミン含量が７～２０倍である２.根茎

が太く収量が高い３．根数が少なく､士落としなどの収穫作業が省力化できる４．草

立が低く台風時の倒伏被害が少ない５.栽培期間は約４５日短い６．味が良く､香りが

良く､色合いも良いという特徴があります。

現在は､"琉大ゴールド'，を原料に含んだ｢琉大ゴールドのススメ｣や｢翌ケロ｣という商

品が民間企業によって作られ､コンビニエンスストアやﾈｯﾄ通信で販売されています。

手にとる機会がありましたら是非どうぞ。

黙震窟震

認識

【千原フィールド】

〒903-0213沖縄県西原町千原1番地

Tel:098-895-8740(事務）

ngsisetu@to､jim・u-ryu灯u,ac・jｐ

写真３．４琉大ゴールド入り製品
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